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神奈川県立総合教育センター研究集録 33:1～12.2014     

 

就労支援に向けたアセスメントの活用に関する研究 

－ キャリアアセスメントを活用した進路相談モデル例の開発 － 

 

山田 良寛１     由谷 るみ子１ 

 就労支援に向けて構築されたキャリアアセスメントを進路指導に位置付けて活用するため、進路相談及び進

路学習の実施状況を調査し、キャリアアセスメントを活用した進路相談モデル例及び進路相談を効果的に進め

るためのワークシートの開発を行った。調査研究協力校の協力を得て進路相談モデル例を試行し、その有効性

について検討した。 

 

                  はじめに 

 
特別支援教育推進課では、平成 24 年度研究において

就労支援に向けた新しいアセスメントとして「キャリ

アアセスメント」を構築し、平成 25 年度から特別支援

学校等アセスメント事業として実施している。平成 24

年度研究では今後の課題として、キャリアアセスメン

トの進路指導への位置付け等が挙げられた。 

内海（2004）は、主体的な進路選択と社会参加のた

めに、進路学習・現場実習（進路体験）・進路相談を計

画的かつ相互関連的に組織する進路指導のモデルを提

案している。（第１図） 

 

第１図 進路指導の構成（内海 2004 を参考に作成） 

 

進路学習について原・緒方は、「『自己理解』『将来設

計』という領域は、『職業的・社会的な移行』を支援す

るという以上に、内面的変化を促す重要な領域である」

（原・緒方 2004 p.36）とし、キャリア発達支援のた

めに、「進路学習における『自己理解』や『将来設計』

に関する情報提供支援、評価の方法等の開発が特に重

要な課題となる」（原・緒方 2004 p.40）としている。

キャリアアセスメントは、受検者の職業に関する自己

理解及び体験的職業理解の促進という特徴を持ち、生

徒の「自己理解」や「将来設計」を支援するために有

効な体験、評価、情報提供を行うことができると考え

られる。 

そこで本研究では、キャリアアセスメントを進路相

談の一環と捉え、働く体験と振り返りを通して自己理

解、職業理解を深め、主体的な進路選択を支援するた

め、キャリアアセスメントを活用した進路相談のモデ

ル例及び進路相談を効果的に進めるためのワークシー

トを開発し、調査研究協力校等での試行を通してその

有効性について検討することとした。 

 

                 研究の目的 

 

 キャリアアセスメントを活用した進路相談モデル例

及び進路相談を効果的に進めるためのワークシートを

開発し、特別支援学校における就労支援に向けた進路

相談の充実を図る。 

 

                 研究の内容 

 

１ 研究の推進体制 

本研究の推進体制は第１表のとおりである。 

第１表 研究の推進体制 

助言者 文京学院大学 松為信雄教授 

調査研究

協力校 

座間養護学校、相模原養護学校 

調査研究

協力員 

調査研究協力校総括教諭または教諭 

各１名 

進路指導担当教諭１名 

社会自立支援員（企業経験者）１名 

調査研究

協力員会 

助言者、調査研究協力員、当センター職

員、長期研究員が参加し、平成 25 年度

内に３回開催 

 

２ 研究の構成 

 本研究は次の二つの内容で構成される。 

・研究１ 県立特別支援学校知的障害教育部門高等部

分教室における進路相談及び進路学習の実施状況調

査 

・研究２ キャリアアセスメントを活用した進路相談

モデル例の開発及び試行 

  

３ 研究１ 県立特別支援学校知的障害教育部門高等

進路相談 

現場実習 進路学習 

1   特別支援教育推進課 指導主事 
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部分教室における進路相談及び進路学習の実施状況

調査 

(1) 調査の概要 
 調査の概要を第２表に示す。 

調査の対象を分教室とした理由は、キャリアアセス

メント受検者が満たす要件と分教室の志願条件に類似

点があるため生徒の実態が比較的近いこと、分教室で

は卒業後企業等へ就労する生徒の割合が高いことによ

る。なお、本研究と関連、並行して平成 25 年度長期研

究員による研究も進められた（塩沢 2014）。両研究は、

キャリアアセスメントの有効性を検討する点で目的を

共有し、得られた知見を相互に活用している。第２表

の調査２については塩沢（2014）による。 
第２表 調査の概要 

対象 県立特別支援学校知的障害教育部門高

等部 20 分教室 

方法 質問紙への回答を電子メールで依頼、

電子メールで提出 

回答者 分教室長、進路指導担当教諭等 

実施時期 平成 25 年７月～８月 

回収率 100％ 

調査１ 現場実習のための進路相談実施状況 

〇設問１ 進路相談に関する項目Ａ～Ｊの実施状況

を、「ほぼすべての生徒に対して実施」、「一部の生

徒に対して実施」、「現在のところほとんど実施し

ていない」から選択して回答 

Ａ 実習先選定のための興味・関心の聞き取り 

Ｂ 具体的な実習内容の事前情報提供 

Ｃ 現場実習の目的説明 

Ｄ 生徒との相談による実習目標検討 

Ｅ 現場実習と他の学習の目標の関連 

Ｆ 現場実習後の生徒からの聞き取り 

Ｇ 現場実習評価の本人への説明 

Ｈ 生徒との相談による課題に対する取組検討 

Ｉ 現場実習での課題を他の学習場面に関連付けた

指導 

Ｊ 卒業までの進路学習、進路決定のスケジュール

の説明 

〇設問２ 進路相談の実践上の工夫と課題を自由記

述 

調査２ 進路学習の実施状況（塩沢 2014） 

（本研究と直接関連する部分のみ） 
〇設問２ 進路学習や個別教育計画に関する項目Ａ

～Ｈの取組状況を「取り組んでいる」「今後の課題

である」「その他（具体的に記述）」から選択して

回答 

Ａ 個別教育計画の作業学習に関する項目の設定 

Ｂ 個別教育計画の進路学習に関する項目の設定 

Ｃ 作業学習での生徒自身の学習目標の意識 

Ｄ 進路学習での生徒自身の学習目標の意識 

Ｅ 進路学習での「暮らす」、「楽しむ」内容の学習

計画 

Ｆ 高等部３年間の積み上げを意識した進路学習計

画 

Ｇ 現場実習等と他の学習場面を関連付けた指導 

Ｈ 自己理解促進のための進路学習と現場実習等と

の関連付け 

 

(2) 結果 

ア 調査１ 
設問 1 の回答結果は第２図のとおりであった。「一部

の生徒に実施」と回答した項目がある分教室は、実施

対象生徒に関する補足説明として、「担当教員によって

実施されている場合がある」、「（目標等は生徒と相談す

るというより）伝えるというスタンスである」、「内容

を十分に理解できる生徒に説明している」と記述した。 

設問２の自由記述の一部を第３表にまとめた。 

第２図 調査１設問１の回答 
 

第３表 調査１設問２の自由記述（一部） 

・生徒自身が課題意識を持って実習等に取り組んだ

り、振り返ったり、次の課題を見つける機会とな

るように努めている。 
・見たことがない、または身近でない職域や職種を

説明してもなかなか理解が難しいところがある。

・進路相談においては、自己理解を深めること、自

己肯定感を持つことを目的としている。自分自身

を知ること（得意なこと、苦手なこと）が課題解

決の大きなベースとなる。 
・生徒への進路相談をより丁寧に行うことで、卒業

後に働く意欲を高めることが課題である。 
・生徒が自分の言葉で、進路希望を語れるようにな

ってほしい。そのためには、進路先が先にありき

ではなく、ゆっくり３年間をかけてどのような仕
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事があるか、それにはどんな力を付けなければな

らないかを指導していきたい。 

イ 調査２（設問２） 

回答結果は第３図のとおりであった。 

第３図 調査２設問２の回答 

 

(3) 考察 
 調査１、調査２設問２Ａ・Ｂ、調査２設問２Ｃ・Ｄ

の回答結果から、分教室においては現場実習のための

生徒への進路相談は概ね実施され、個別教育計画での

作業学習、進路学習等の項目立ては行われているが、

生徒自身が学習の目標を意識することは課題であるこ

とが分かる。現場実習での課題を生徒自身の日頃の授

業の取組につなぐ部分に弱さがあると言える。進路相

談を体験的に働く学習と日常の学習とをつなぐ機能を

持つものとして捉え直し、充実させることが大切と考

える。 

調査１設問２（第３表）の自由記述から、本人を学

習及び進路選択の主体として捉えることが大切と考え

る分教室が多いことが示唆される。原・緒方は、個別

移行支援計画を実践する上で「主体性の育成（自己選

択・決定）と将来の生活設計を担う学習、すなわち『進

路学習』の具体を各校の教育課程にどう位置づけるか

が重要」（原・緒方 2004 p.34）としている。調査２

設問２Ｆの回答結果から、半数の分教室が三年間の積

み上げを意識した進路学習の計画を「今後の課題」と

しており、進路選択に向けた学習計画を生徒に提示す

ることが難しい状況が推察される。生徒が見通しを持

って進路選択や卒業後の生活に向けた学習に取り組む

ために、必要な指導内容の検討を進めることが大切で

ある。 
また自由記述の内容からは、自己理解、職業理解、

振り返りの学習等が大切と考える分教室が多いことが

示唆される。現場実習等の体験的に働く学習において、

生徒を学習の主体と捉え、事前のガイダンスや目標の

設定、体験に基づいた事後の振り返り、その後の学習

課題等の本人に対する意識付けを進路相談の中で丁寧

に行うことが実践上大切になるであろう。 

以上の考察を基に、研究２ではキャリアアセスメン

トを活用した進路相談モデル例（以下、進路相談モデ

ル例という。）及び進路相談のためのワークシートを開

発した。 

 
４ 研究２ キャリアアセスメントを活用した進路相

談モデル例の開発及び試行 

(1) 進路相談モデル例の開発 

研究１の考察を踏まえ、キャリアアセスメントを活

用した進路相談モデル例を開発した。（第４図） 

進路相談モデル例は、キャリアアセスメントを模擬

的に働く場と捉え、受検前のガイダンス、受検後の振

り返りを行うとともに、就労準備性等の課題を学習上

及び生活上の取組へとつなぐ部分をサポートし、進路

相談の充実を図るものとして構想した。 

第４図 進路相談モデル例 

 
進路相談モデル例の流れは、キャリアアセスメント

受検前に学校で行う「事前の進路相談」、センターで行

う「キャリアアセスメント」、キャリアアセスメント受

検後に学校で行う「事後の進路相談」及びその後の「学

習・支援への反映」から成る。 

また、進路相談を効果的に実施できるよう、ワーク

シートＡ～Ｈをモデル例と併せて開発した。（第５図～
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第 10 図） 
次に、各ワークシートの内容及び開発の意図につい

て述べる。 
ア 事前の進路相談 

(ｱ) 将来の生活（第５図） 
 受検者が卒業後の生活についてのイメージを整理す

る。「卒業後の進路」、「希望職種」等６項目から成る。 
(ｲ) 作業学習（職業）の取り組み（第６図） 

 受検者が日頃の作業学習（職業）の取組を自己評価

する。「身だしなみ」、「あいさつ」、「返事」等 15 項目

から成る。 
後述の「実態把握シート」（教員用、第 11 図）と 15

項目の観点を揃え、教員の評価と受検者の自己評価の

両方を把握できるようにした。 

(ｳ) キャリアアセスメント受検に向けて（第７図） 
 受検者がキャリアアセスメント受検に当たって必要

な事柄を、事前に学習する。「私の受検目的」、「面接に

備えて」等 10 項目から成る。受検者自身がキャリアア

セスメントの内容、受検目的等を理解しておくことが

大切と考えて項目を作成した。 

 「私の受検目的」等の内容は、キャリアアセスメン

ト当日の「面接１」（現場実習等の事前に行われる企業   

等での面接を模したもの）での質問事項にもなってい

る。 

第５図 将来の生活 

 

イ キャリアアセスメント 
 キャリアアセスメント当日、受検者は検査の中で作

業状況等を振り返る。そのために「業務日報シート」、

「自己理解シート」を使用する。これらは学校におけ

る事後の進路相談で活用するため、検査終了後コピー

を学校に提供する。 

なお、「業務日報シート」、「自己理解シート」は平成 
24 年度研究で開発済みである。図等の詳細は山田・廣 

瀬（2013）を参照。 
(ｱ) 業務日報シート 

 キャリアアセスメント当日、受検者は作業検査ごと

に自身の作業遂行状況を振り返り、「業務日報シート」

に自己評価と、どんなことに気を付けたらうまく作業

ができるかを記入する。 

(ｲ) 自己理解シート 
 キャリアアセスメント当日の「面接２」では、日常

の生活習慣等についての聞き取りの後、「自己理解シー

ト」を使って、当日の検査の振り返り、作業の得意・

不得意、好きな仕事、コミュニケーション・対人技能・

ストレスへの対応について聞き取る。 

ウ 事後の進路相談 
(ｱ) 作業の振り返りと教えてもらったこと（第８図） 

 受検者が「できた作業」、「難しかった作業」、「教え

てもらったこと」を記入する。 

第６図 作業学習（職業）の取り組み 
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第７図 キャリアアセスメント受検に向けて 

 

第８図 作業の振り返りと教えてもらったこと 

 

第９図 就職するために必要なこと 
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「教えてもらったこと」の欄は、作業に関するセルフ

マネジメントの観点からキャリアアセスメントの検査

担当者から助言を受けた内容を振り返り、受検後の学

習や支援につなげるために設定した。 

(ｲ) 就職するために必要なこと（第９図） 
 受検者がキャリアアセスメントの作業等への取組を

振り返り、就労準備性のうち主に基本的労働習慣、対

人技能の観点から自身の課題等を把握する。「朝礼」、

「身だしなみ」等 15 項目から成る。 
「これから気を付けること」は、自己評価と担任等

との相談を基に「これからの取り組み」（第 10 図）に

結び付く内容を主に記入する。 

「就職するために必要なこと」のほとんどの項目は、 
事前の進路相談で使用する「作業学習（職業）の取り

組み」の各項目と観点を揃え、日常の学習状況とキャ

リアアセスメント受検時の状況の両方を自己評価でき

るようにした。 

(ｳ) これからの取り組み（第 10 図） 

「作業の振り返りと教えてもらったこと」、「就職す

るために必要なこと」等で明らかになった作業に関す

るセルフマネジメントや就労準備性等の課題に対し

「私の目標」、「取り組み(学校で／家庭で)｣を記入する。  

キャリアアセスメントの体験を基に受検者が自身の

学習上、生活上の目標や取組を意識できるようにした。 

第 10 図 これからの取り組み 

 

エ 学習・支援への反映 

 受検者は、事後の振り返りの「これからの取り組み」

を基に、自身の就労準備性等の課題や具体的な目標を

意識して、作業学習、進路学習等を含む日常の授業に

取り組む。 

 併せて、教員は、個別教育計画の目標、支援の手立

て等について再検討し、必要に応じてその内容を修正

する。受検者の就労準備性等の課題を意識して授業等

での指導を行う。また、家庭での取組については、保

護者と連携、協力して実施することを意図した。 
オ 実態把握の支援（教員用） 

就労準備性のうち主に基本的労働習慣、対人技能の

観点からの実態把握を支援するため、相澤（2007）を

参考に「実態把握シート」（第 11 図）を作成した。 
受検者の担任等が、キャリアアセスメント受検前に

日頃の作業学習等の状況を基に一度記入し、キャリア

アセスメント受検当日の観察時に再度記入する等、受

検者の実態を多面的に把握するため、複数回記入でき

るようにした。 

(2) 進路相談モデル例の試行 
ア 試行の枠組み 

開発した進路相談モデル例及びワークシートを、調

査研究協力校の協力を得て試行した。調査研究協力校

には、個別に進路相談の場と時間を設定して進路相談

モデル例に沿って実施するよう依頼した。試行の枠組

みは第４表のとおりである。 
また、第４表のほかに、塩沢（2014）は藤沢養護学

校鎌倉分教室の１・２年生４名に対して、進路相談モ

デル例のワークシートを一部改変して実施した。 

第４表 試行の枠組み 

調査研究

協力校 

座間養護学校（相模向陽館分教室） 

相模原養護学校（橋本分教室） 

試行期間 平成 25 年７月下旬～平成 25 年９月中旬

キャリアアセスメントは９月上旬に実施

受検者数

等 

知的障害教育部門高等部１・２年生６名

療育手帳の段階 B2＝５名、なし＝１名 

事後の 

聞き取り

調査 

９月中旬に実施 

＜主な内容＞ 

進路相談モデル例の流れ 

各ワークシートの内容 

進路相談に関わった教員の気付き等 

イ 結果 
 試行後に調査研究協力校を訪問し、聞き取り調査を

行った。聞き取った主な内容を示す。 
(ｱ) 進路相談モデル例の流れ 

・進路相談モデル例の流れについては円滑であった。 
・ワークシートが進路相談を行うきっかけになり、時

間を設定できた。ワークシートがあると教員が進路

相談を実施しやすい。 

・事後の進路相談の所要時間は、生徒の実態と内容の

扱い方により 10 分～３時間程度と幅が見られた。 

・座間養護学校相模向陽館分教室では独自に「進路選

択に向けた高等部３年間のスケジュール」（第 12 図

１～３）を作成し、進路相談モデル例の事前の進路

相談の内容に加えて使用した。 
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第 11 図 実態把握シート 
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第 12 図１ 進路選択に向けた高等部３年間の      第 12 図２ 進路選択に向けた高等部３年間の 

スケジュール（１年生）                スケジュール（２年生） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第 12 図３ 進路選択に向けた高等部３年間の 

   スケジュール（３年生） 
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(ｲ) 各ワークシートについて 
ａ 将来の生活 

・将来の生活についての生徒の考えが分かって良い。 
ｂ 作業学習（職業）の取り組み 

・各項目の質問文が具体的に書かれていて、作業学習

や現場実習の個別の学習目標としても生かすことが

できる。 
・作業学習の時間の集団での学習課題としても良い。 

・ある特定の作業場面、日々の作業全般等のうち、ど

の場面を想定して回答するかが分かりにくい場合が

あった。 
ｃ キャリアアセスメント受検に向けて 

・受検者自身がキャリアアセスメント受検の目的を捉

えた上で受検できたので良い。 

ｄ 作業の振り返りと教えてもらったこと 
・特に「教えてもらったこと」の欄は学校での支援に

生かせる。 
・生徒によっては「難しいけれどできた作業」という

場合もあり「できた」と「難しい」で簡単に分けら

れないことがある。 

ｅ 就職するために必要なこと 
・項目立てが指導上の目標設定の参考になる。 

・「これから気を付けること」の欄は「これからの取り

組み」につながる大切な部分である。 

ｆ これからの取り組み 
・作業学習や現場実習での目標設定に生かせる。 

・事後の進路相談の後、日常の授業でも「姿勢を正し

く」等生徒自身が意識して取り組んでいた。 

・「就職するために必要なこと」に生徒が○を付ける様

子を見ながら、生徒と教員が相談して記入した。 

・キャリアアセスメントでの体験に基づいて具体的な

取組を記入した。目標と取組を五つ考えた生徒もい

た。（当センターが提供したキャリアアセスメント評

価票の一部と事後の進路相談で受検者が記入したワ

ークシートを第５表に示した。） 
第５表 事後の進路相談の事例 

キャリアアセスメント評価票から 

（一部抜粋、下線は筆者による） 

【面接２】回答内容から家庭での生活リズムは安定し

ている様子がうかがえました。家庭での役割について

は、「決まっていませんが、皿洗いや洗濯をすること

があります。」と答えました。  

【職務遂行能力】ＯＡ作業のＰＣ操作については、数

値入力、ローマ字入力の基本的な操作は可能でした

が、読めない漢字が多くあり、他の読み方から一字ず

つ変換したり、質問したりしながら遂行しました。実

務作業では、数値や記号の記憶を保持することが難し

い場面がありましたが、課題の手順理解はよく、器用

さもあり安定して取り組みました。 

【作業に関するセルフマネジメント・支援の手立て】 

複数の指示を聞くと忘れてしまうことがありました。

聞いたことを平仮名で書き取ることはできるので、聞

き取ったことをメモ用紙に書き、必要な時に参照する

習慣を身に付けるとよいでしょう。 

【対人技能】返事や報告は的確にできました。初めの

うちは、分からない時に質問せずにしばらく考え込む

様子が見られましたが、次第に自分から質問するよう

になりました。 

【職業に関する自己理解】自己の課題面を認識し、漢

字の読みや口頭による複数の指示の理解についての

対応方法を身に付けていくことが将来、仕事をしてい

く上で大事になると考えられます。 

 

 
 

ワークシート「これからの取り組み」から 

私の目標１「わからない時や気づいた事はすぐに質問

や相談をする」 

取り組み ○学校で→現場実習、職業体験、作業その

他いろいろな勉強の時に気を付ける 

私の目標２「よく見る、よく聞く、メモを取るなどし

て正確に覚える」 

取り組み ○学校で→現場実習、職業体験、作業、係

の仕事の時などに気を付ける 

     ○家庭で→持ち物の準備 

私の目標３「漢字やアルファベットを正確に覚える」

取り組み ○学校で→漢検６級を目指す 
  ○家庭で→英語と漢字のドリルをやる 

私の目標４「いろいろ経験を積む」 

取り組み ○学校で→△△ホームの仕事を挑戦する 

     ○家庭で→（家に持ち帰り検討）洗濯を干

す、取り込みをする 

私の目標５「あいさつなどをもっと元気に、はきはき

する」 

取り組み ○学校で→朝、職業体験、現場実習の時に

言う 

ｇ 実態把握シート（教員用） 

・教員がキャリアアセスメント受検前と受検当日の二

度記入することに意味があると思う。校内と校外で

取組が同じ生徒、違う生徒がいる。 
・まだ現場実習を経験していない生徒については、受

検前と受検当日の評価をする意味がある。 
ｈ ワークシート全体を通して 

・「将来の生活」、「作業学習（職業）の取り組み」、「就

職するために必要なこと」のワークシートは、キャ

リアアセスメント受検者への進路相談だけでなく、
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他の生徒の進路学習の教材としても活用できる。 
・多くのシートがあるので、すべてのワークシートを

ファイリングして生徒の学習の記録として残せると

よい。相模原養護学校橋本分教室では、各ワークシ

ートを整理して個々の生徒の進路学習のファイルに

収めた。（作成したファイルの表紙を第 13 図に示し

た。） 
・各ワークシートを学校や生徒の実情に応じてアレン

ジして使用できるとよい。 

第 13 図 ワークシートファイルの表紙 

 
(ｳ) 進路相談に関わった教員の気付き ～生徒の様

子・相談のポイント・活用方法の広がり～ 

ａ 生徒の様子 

・キャリアアセスメントの一週間後に事後の進路相談

を実施したが、受検した生徒の記憶は確かだった。 
・ワークシートを提示して個別に相談すると生徒は改

まった場であることを意識し、しっかり考えられる。 
・ピッキングという言葉を聞いたことがあってもイメ

ージできない生徒がいたが、受検して作業を体験す

ることで職業理解が深まった。 

ｂ 相談のポイント 
・日頃慣れ親しんだ担任等でなくセンター職員という

第三者の意見は生徒たちにとって聞き入れやすい。 
・教員と生徒がワークシートを通してやりとりしなが

ら相談できる点が良い。 

・ワークシートが目の前にあることでそれを媒介とし

て進めやすい。口頭だけのやり取りと比べテーマが

明確になる。 
・「就職するために必要なこと」では、本人なりに「で

きた」と「だいたいできた」の間に差を付けて○を

付けていた。その理由を聞き取るのが良かった。 

・事後の進路相談で、キャリアアセスメントの引率教

員が当日の様子を想起させる的確な質問をする等の

教育的な関わりがあって良かった。 
ｃ 活用方法の広がり 

・ワークシートは進路相談の場にいなかった教員と後

から回答状況を共有するためのツールになる。 

・今回はキャリアアセスメントを活用した進路相談モ

デル例という扱いだが、現場実習における進路相談

のモデルとしても意味がある。 
ウ 藤沢養護学校鎌倉分教室における実践 

 塩沢（2014）は、事前・事後の進路相談で使用する

ワークシートを一部改変し「自分のことアンケート」

を作成して進路相談モデル例を実施した。進路相談の

成果として、対象生徒による作業学習（職業）の取組

とキャリアアセスメントの取組の自己評価に、担任に

よる評価と検査担当者による助言を他者の視点として

取り入れることにより自己理解に深化が見られたこと、

事後の進路相談とキャリアアセスメントの評価が現場

実習の目標設定に有効であったこと等を挙げている。 

エ 考察 

 進路相談モデル例の流れ、各ワークシートの内容に

ついて、実施上の大きな問題は見られなかった。各ワ

ークシートを生徒の実態や使用する場面に合わせてア

レンジできる形で学校に提供することにより、進路相

談への活用が図りやすくなると考えられる。また、ワ

ークシートは個別の進路相談での使用を想定して開発

したが、ワークシートによっては、キャリアアセスメ

ント受検者以外の個別の進路相談、集団での進路学習

にも効果的に使用できると思われる。 
本研究の助言者からは、「作業学習（職業）の取り組

み」「就職するために必要なこと」に示された項目は進

路指導経験の浅い教員にとって生徒の就労準備性を把

握する視点になり、「実態把握シート（教員用）」は受

検前と受検当日という場面の違いだけでなく、複数の

担任がそれぞれ評価し合い実態把握の摺合せを行うた

めにも有効であろうと助言を受けた。 

ワークシートを使用する効果として、相談の機会を

設定しやすくなること、相談の内容が明確になること、

進路相談が終わった後の生徒の学習の記録や教員間の

共通理解のためのツールにもなることが挙げられる。 

 受検者本人の学びの側面では、事前の進路相談がキ

ャリアアセスメント受検に向けたガイダンス機能を果

たしていることが分かる。 
第５表の事例で受検者はキャリアアセスメント評価
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票の内容（下線部の記述）を踏まえた「私の目標」や

「取り組み」を考えており、キャリアアセスメントの

評価等のフィードバックが受検者自身の目標等の検討

に役立ったことが分かる。塩沢（2014）の事例におい

ても、キャリアアセスメントを活用した進路相談とワ

ークシートが自己理解の促進や現場実習等の目標との

関連付けに役立ったと言える。進路相談モデル例が、

キャリアアセスメントにおける体験や評価を、その後

の学習上、生活上の目標や取組につなげる役割を果た

したと考えられる。 

 進路相談に関わった教員の気付きから、事後の進路

相談の深め方として、ワークシートを媒介として生徒

との対話を丁寧に行うことが大切であることが分かる。

「できた」から「できなかった」の自己評価の良し悪

しだけに着目するのではなく、なぜその自己評価なの

か等本人の意図を聞き取ることが大切である。また、

進路相談を行う教員が振り返りを深めるための適切な

支援を行い、その後の学習等につなげることも重要で

ある。助言者からは、振り返りの学習は自己理解を深

めるために大切であり、振り返りを促す働き掛けをし

たり、課題を具体的な目標として捉え直したりする教

員の力量も求められると助言を受けた。 

 働く体験を踏まえて振り返るという進路相談の流れ

はキャリアアセスメントにおいても現場実習において

も同様であり、開発した進路相談モデル例は、各ワー

クシートを一部修正すれば、現場実習のための進路相

談にも活用可能と考えられる。 
 調査研究協力校が作成した「進路選択に向けた高等

部３年間のスケジュール」（第 12 図１～３）は、生徒

が「働く体験」、「進路学習」、「進路相談」の見通しを

持ち、進路選択に向けてのキャリアアセスメントの位

置付けを知るために有効と思われた。研究１の調査２

では、高等部３年間の積み上げを意識した進路学習計

画の作成を今後の課題とした分教室が多かったが、学

習計画作成の一つのモデルにもなるであろう。 

 
研究のまとめ 

 

 本研究では、県立特別支援学校分教室における進路

相談及び進路学習の実施状況調査、キャリアアセスメ

ントを活用した進路相談モデル例の開発、試行を行っ

た。 

研究１では、進路相談及び進路学習の実施状況調査

から、分教室においては現場実習に関する進路相談が

概ね実施されているが、作業学習等の学習目標を生徒

自身が意識することは課題であることが分かった。 

研究２では、キャリアアセスメントでの体験を意味

付け、振り返りを深め、就労準備性等の課題を日常の

学習につなぐものとして、進路相談モデル例及びワー

クシートを開発した。調査研究協力校の試行では、体

験を基に振り返る進路相談を通して、作業学習、進路

学習等の日常の学習を充実させることが示された。進

路相談モデル例とワークシートは、キャリアアセスメ

ント受検時だけでなく、現場実習のための進路相談に

も活用可能と考えられた。 
キャリアアセスメントを活用した進路相談モデル例

は、体験的に働く学習を深め、就労準備性等の課題と

学校での学習活動を関連付け、進路学習、作業学習等

を充実させて、教育的側面から就労支援に寄与すると

考えられた。（第 14 図） 

 

第 14 図 進路相談モデル例の進路指導への活用 

 

おわりに 

 

本人を学習や進路選択の主体と捉えた進路相談を行

うためには、本研究の進路相談モデル例で示した相談

の手順やワークシート等のツールの整備だけでなく、

生徒の考えや思いを丁寧に聞き取る支援者としての教

員の在り方もまた重要である。 
体験的に働く学習、進路相談、進路学習等の日常の

授業を有機的に結び付けた進路指導は、生徒が相談し

たいと思う教員の存在と適切な教育的支援により、一

層効果的に生徒一人一人のキャリア発達を支援できる

と考える。本研究の成果が各学校で活用され、進路指

導の充実に資することを期待する。 
末筆になったが、本研究に助言者としてご助言をい

ただいた文京学院大学松為信雄教授をはじめ、調査研

究協力校、調査研究協力員の皆様に心から御礼申し上

げる。 

 

［調査研究協力員］ 

 県立座間養護学校     三島 賢治 

県立相模原養護学校    布施 大 

県立藤沢養護学校     岩本 秀一 

 県立座間養護学校     青木 忠 
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 特別支援教育推進課長   廣瀬 忠明 

 同課主幹兼指導主事    藤  聡志 

 同課指導主事       福田 裕志 

進路相談 

モデル例 

働く体験 進路学習 

キャリアアセスメント 

現場実習 

日常の授業

作業学習 



 

-12- 
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 同課指導主事       山田 良寛 

 同課指導主事       羽賀 晃代 

 同課指導主事       窪田 朗子 

 同課教育指導専門員    湯山 努 

 同課教育心理相談員    鳥畑 真理子 

 同課教育心理相談員    石田 望 

 同課教育心理相談員    津山 美佳 

 長期研究員(藤沢養護学校)  塩沢 恵子 
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